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面積 240.93平方キロメートル

ヲヱ令ム昭和61年

、、

寸?ゥ、h、10月号
No.37 0 

干795大洲市大洲690-1ft24-2111 市長公室編集大洲市役所発行昭和61年10月1日発行

旧
跡
を
た
ど
る
⑨

臥

龍

山

荘

臥
龍
山
荘
は
、
肱
川
流
域
随
一
の
景

勝
地
H

臥
龍
ケ
測
H

に
臨
む
三
千
坪
の

風
惜
あ
る
山
荘
で
す
。

神
楽
山
を
背
に
し
て
、
冨
士
山
、
肱

川
、
如
法
寺
河
原
な
ど
自
然
の
景
観
を

巧
み
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

臥
龍
山
荘
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
文

禄
年
間
に
藤
堂
高
虎
の
一
族
で
あ
る
藤

堂
勘
兵
衛
が
自
宅
に
接
し
た
臥
龍
に
庭

園
を
造
り
ま
し
た
。

後
に
三
代
大
洲
藩
主
加
藤
泰
恒
は
、

こ
の
地
を
愛
し
て
桜
を
吉
野
か
ら
、
か

え
で
を
竜
田
か
ら
移
植
し
て
風
情
を
加

え
ま
し
た
。

明
治
三
十
年
の
こ
ろ
、
留
易
商
の
河

内
寅
次
郎
氏
が
、
こ
の
地
を
購
入
し
、

十
年
閏
構
想
を
練
り
、
土
期
四
年
を
か

け
て
現
在
の
山
荘
を
建
築
し
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
二
月
に
県
指
定
文
化
財

と
な
り
、
毎
年
約
二
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

9月定例市議会......2・3P 
花・水・緑のまちづくり

….4・5P 
家族旅行村始動…....・H ・5P 
計量器の定期検査.........6P 

土地淑引・開発行為

には申請を…7P 
奥さん訪問同窓会...・H ・..8P 

休日急患診療など……10P 

今月の納税
納期は

10月31日
惨市県民税(第3期)
惨国民健康保険税(第3期)



昭和61年10月1日

憲章
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
度

補
正
予
算
二
件
、
条
例
改
正
三
件
、
そ
の

他
五
件
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

9
月
定
例
市
議
会

第
一
九
八
回
大
洲
市
議
会
定
例
会
は
、

八
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
三
十
日
ま
で
十

おおず広報

開
会
に
あ
た
り
近
田
市
長
は
、
次
の

よ
う
に
提
案
理
由
を
説
明
し
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

現
在
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
急
激
な

円
高
に
よ
る
深
刻
な
経
済
問
題
と
と
も

に
、
高
齢
化
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど

に
よ
っ
て
、
非
常
に
困
難
な
局
面
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
諸
問
題
に
対
す

る
行
財
政
の
対
応
は
緊
急
で
し
か
も
慎

重
な
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
よ
う
な
認
識
の
上
で
、
地
域

特
性
を
生
か
し
つ
つ
、
経
済
の
活
性
化

と
市
民
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
に
も
公
共
事
業
の
拡
大
を
始
め

市
民
生
活
に
直
結
す
る
諸
施
策
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

本
年
十
二
月
に
は
、
肱
川
流
域
全
体

の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
肱
川
流
域
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、
ま
た
L

八
洲
長
浜

廃
棄
物
共
同
処
理
事
業
に
つ
い
て
は
、

早
期
実
現
に
向
け
て
関
係
地
区
の
理
解

と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
重
ね

て
い
ま
す
。
今
後
の
重
要
施
策
実
現
の

た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計
三
億
二
千
六
百
五
十
九

万
円

A
7
凶
の
補
正
に
よ
っ
て
一
般
会
計
の

予
算
総
額
は
、
九
十
九
億
五
千
三
百
三

十
三
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
企

業
会
計
、
特
別
会
計
を
含
め
る
と
予
算

総
額
は
、
百
七
十
一
億
一
千
二
百
六
十

九
万
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
て

二
十
一
億
五
千
六
百
四
十
四
万
円
(
約

一
四
%
)
増
加
し
て
い
ま
す
。

般

会

計

総
務
費
嘩
肱
川
流
域
開
発
促
進
協
議

会
負
担
金
追
加
(
肱
川
流
域
い
ま
考
え

る
農
業
・
観
光
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)

に
九
十
三
万
円
申
旧
大
川
診
療
所
建
物

改
修
工
事
に
二
百
万
円

民
生
費
申
地
域
改
善
対
策
事
業
(
下

排
水
路
工
事
、
道
路
舗
装
、
集
会
所
建

設
な
ど
)
に
三
千
七
百
三
万
円
昏
同
和

対
策
基
本
法
制
定
中
央
総
決
起
集
会
参

加
旅
費
に
百
九
十
六
万
円
骨
地
域
組
織

活
動
育
成
事
業
(
旧
母
親
ク
ラ
ブ
活
動

事
業
)
に
百
八
万
円
母
在
宅
心
身
障
害

児
(
者
)
短
期
療
養
事
業
に
三
十
一
万
円

衛
生
費
嘩
大
洲
、
長
浜
廃
棄
物
共
同

処
理
事
業
検
討
協
議
会
負
担
金
追
加
に

五
十
四
万
円
密
乾
電
必
処
理
委
託
料

(
昭
和
五
十
九
年
か
ら
収
集
し
て
い
る

使
用
済
乾
電
池
約
六
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
を

北
海
道
の
工
場
で
処
理
す
る
た
め
)
に

四
十
五
万
円

農
林
水
産
業
費
・
山
村
振
興
農
林
漁

業
対
策
事
業
(
小
規
模
土
地
改
良
、
情

報
連
絡
施
設
整
備
な
ど
)
に
二
千
五
百

三
十
四
万
円
・
大
洲
市
単
独
土
地
改
良

事
業
補
助
金
(
蔵
川
、
L
L
須
戒
な
ど
の
十

五
団
地
)
に
一
千
百
六
十
三
万
円
申
林

産
集
落
振
興
条
件
整
備
事
業
補
助
金

(
本
郷
二
号
線
作
業
道
開
設
)
に
二
百
五

十
万
円
申
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
補
助
金

(
野
ウ
サ
ギ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
カ
ラ
ス
な
ど
)

に
四
十
五
万
円
骨
新
聞
伐
促
進
総
合
対

策
事
業
に
三
千
八
百
四
十
七
万
円

簡
工
費
駅
前
通
り
街
路
灯
設
置
事
業

補
助
金
(
新
町
駅
前
商
癌
街
街
路
灯
四

十
基
)
に
二
百
六
十
四
万
円

土
木
費
申
祇
園
公
園
照
明
施
設
整
備

事
業
(
水
銀
灯
設
置
)
に
九
十
万
円
母

地
域
振
興
道
路
整
備
事
業
(
舟
原
支
線
、

八
多
喜
田
処
線
、
下
西
線
)
に
三
千

万
円
事
道
路
改
良
原
材
料
費
追
加
に
四

百
五
円
骨
臨
時
地
方
道
整
備
事
業
追
加

に
三
千
万
円
串
市
道
野
田
団
地
線
測
量

設
計
、
地
質
調
査
委
託
料
に
三
百
万
円

@
父
橋
橋
脚
等
改
修
工
事
に
一
千
八
百

万
円
昏
新
町
地
区
下
排
水
路
整
備
事
業

費
追
加
に
一
千
九
百
二
十
万
円
畢
市
単

独
下
排
水
路
改
修
工
事
費
追
加
に
八
百

万
円
消
防
費
母
成
能
地
区
土
砂
く
ず
れ
対

策
費
に
三
十
六
万
円
骨
防
災
行
政
無
線

放
送
室
改
造
費
に
百
万
円
事
防
災
行
政

無
線
設
置
等
負
担
金
に
三
千
九
百
九
十

三
万
円
(
基
地
局
、
中
継
局
の
設
置
と

柳
沢
、
菅
田
地
区
な
ど
の
周
波
数
変
更

に
か
か
る
経
費
)

教
育
費
串
小
中
学
校
理
科
教
育
振
興

費
備
品
購
入
費
に
二
百
十
一
万
円
事
全

国
同
和
教
育
研
究
大
会
参
加
費
に
四
百

五
十
五
万
円
(
開
催
地
松
山
市
、
九
百

四
十
五
人
)
骨
給
食
セ
ン
タ
ー
自
動
揚

物
機
購
入
費
に
三
百
五
十
万
円

災
害
復
旧
費
申
現
年
単
独
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
費
(
二
十
八
路
線
)
に

八
百
六
十
八
万
円
'
現
年
補
助
公
共
土

※
に
つ
づ
く

~ 2 ~ 



おおず

商
業
実
態
基
本
調
査
一
}

飲

食

庖

調

査

一

{

通
商
産
業
省
は
、
昭
和
六
十
一
年
十

月
一
日
に
第
五
回
目
の
商
業
実
態
調
査

と
第
十
六
回
目
の
飲
食
屈
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
県
、
ま
た
は
市

が
、
各
種
施
策
を
行
う
う
え
で
重
要
な

デ

i
タ
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

わ
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
調
査
内
容
は
、
統
計
以
外
の

目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
徴
税
資
料
に
し
た
り
す

る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

正
確
な
申
告
を
わ
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
市
役
所
企
画
情
報

室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
4
4

共
同
募
金
運
動
は
じ
ま
る

広報昭和61年10月1日

H

み
な
さ
ん
の
善
意
ι
を
結
集

幸
福
な
生
活
を
約
束
す
る
社
会
福
祉

は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
一
人
一
人
が
協
力
し
合
っ
て

築
き
上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
も
「
わ
か
ち
あ
う
幸
せ

1
i亦

い
羽
根
共
同
募
金
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
親
切
が
集
め
ら
れ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
民
間
施
設
や
地
域
の
福
祉

活
動
を
推
進
す
る
団
体
に
届
け
ら
れ
、

福
祉
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

l
l
iご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
|
|

大
洲
市
共
同
募
金
会

十
月
一
日
は
刀
法
の
日
以

十
月
一
日
は
H

法
の
日
u

で
、
十
月

一
日

1
七
日
ま
で
は
法
の
日
週
間
で
す
。

み
な
さ
ん
の
な
か
で
、
差
別
、
い
や

が
ら
せ
、
い
じ
め
な
ど
の
問
題
で
お
困

り
の
人
は
、
わ
近
く
の
人
権
擁
護
委
員

ま
た
は
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

な
お
、
大
洲
市
の
人
権
擁
護
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。

地

区

氏

名

電

話

新

谷

矢

野

嘉

彦

君

⑫

0
4
7
4

菅

田

伊

達

鹿

芳

宮

⑫

5
1
3
7

北

只

玉

木

道

輝

君

⑫
3
7
9
4

八
多
喜
兵
頭
典
次
官
⑮
0
4
9
3

電
話
で
無
料
相
談

行
政
書
士
「
一

一O
番」

日
本
行
政
書
士
連
合
会
で
は
、
十
月

一
日
の
法
の
日
に
ち
な
ん
で
、
十
月
一

日
か
ら
五
日
ま
で
、
役
所
に
提
出
す
る

書
類
の
作
成
や
、
許
認
可
の
手
続
き
な

ど
に
つ
い
て
、
電
話
に
よ
る
無
料
相
談

を
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

愛
媛
県
行
政
書
士
会

宮

0
8
9
9
⑬
1
4
4
4

開
設
時
聞
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
。

※
 
木
施
設
災
害
復
旧
費
に
二
百
三
十
六
万

円
(
杖
の
瀬
、
大
地
原
川
お
よ
び
天
貢

線
測
量
設
計
)
・
祇
園
公
園
、
冨
士
山

公
園
災
害
復
旧
工
事
に
二
百
万
円

条

例

関

係

V
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

地
方
自
治
法
及
び
地
方
自
治
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
こ
の
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

V
大
洲
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

地
方
自
治
法
、
同
法
施
行
令
及
び
地

方
公
営
企
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
こ
の
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

V
大
洲
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

同
じ
く
地
方
自
治
法
な
ど
の
改
正
に

よ
っ
て
、
こ
の
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。そ

の

他

V
昭
和
六
十
年
度
大
洲
市
企
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
昭
和
六
十
年
度
の
企
業

会
計
(
水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
、

国
民
宿
舎
事
業
、
病
院
事
業
)
の
決
算

が
、
議
会
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

V
市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

道
路
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
大
洲
市
合
計
で
八
百
二
十
六
路
線

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

V
市
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

道
路
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
市
道
の
路
線
(
合
計
七
百
八
十
六

路
線
)
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
、
三
善
小
学
校
校
舎
新
増
改

築
工
事
、
和
田
上
地
区
道
路
改
良
工
事

の
二
件
の
請
負
契
約
の
締
結
が
提
出
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

3 ー

十
月
十
日
は
市
民
運
動
会

大
洲
市
で
は
、
市
民
の
体
力
向
上
と

健
康
増
進
の
た
め
、
市
民
運
動
会
を
次

の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
そ

ろ
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
十
月
十
日
(
体
育
の
日
)

午
前
九
時
開
会

場
所
大
洲
市
立
喜
多
小
学
校

駐
車
場
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

※
雨
の
場
合
、
十
月
十
二
日
に
延
期
。
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企完成予想図

肱
川
堤
防
を
自
然
石
護
岸
に

「
花
・
水
・
緑
の
ま
ち
づ
く
り
』

肱
川
左
岸
の
提
防
が
、
水
郷
大
洲
に
ふ
さ
わ
し
い
自

然
石
の
石
積
み
で
修
景
さ
れ
ま
す
。
建
設
省
大
洲
工
事

事
務
所
が
、
市
の
実
施
す
る
H

花
・
水
・
緑
の
ま
ち
づ

く
り
ι

と
並
行
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
遊
歩
道
、

壇
な
ど
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

広報 おおず

に
並
行
し
て

ー←+ー
イtユ

こ
の
事
業
は
、
建
設
省
大
洲
工
事
事

務
所
が
、
肱
川
河
川
環
境
整
備
事
業
の

」
環
と
し
て
実
施
し
「
桝
形
・
緑
の
親

水
護
岸
整
備
事
業
」
と
名
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

昭
和
六
十
一

1
六
十
三
年
度
ま
で
の

三
年
計
画
で
、
事
業
費
は
約
二
億
円
で

す。
現
在
の
堤
防
は
、
昭
和
二
十
六
年
か

ら
数
年
が
か
り
で
築
か
れ
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
護
岸
で
、
風
化
が
進
ん
で
お
り
市

民
か
ら
改
修
を
求
め
る
声
も
出
で
い
ま

し
た
。そ
の
た
め
、
既
設
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
に
よ
る
護
岸
の
補
強
を
兼
ね
て
、

こ
の
護
岸
を
自
然
石
(
伊
予
青
石
)
で

修
景
し
、
遊
歩
道
、
階
段
護
岸
、
植
裁

帯
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

工
事
区
間
は
、
旅
館
「
油
屋
L

裏
か

ら
大
洲
郵
便
局
裏
ま
で
の
三
百
九
十
灯

で、

A
7
年
度
に
は
、
油
屋
裏
か
ら
伊
予

銀
行
本
町
支
屈
裏
ま
で
八
十
五
引
を
、

う
か
い
の
終
わ
る
十
月
か
ら
工
事
着
工

し
ま
す
。

幅
三
川
と
一
日
の
遊
歩
道
の
ほ
か
幅

一
日
の
植
栽
帯
も
設
け
ま
す
。
ま
た
現

在
の
巡
視
路
(
幅
四
灯
)
は
増
水
す
る

と
水
没
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
度
の
工

事
で
カ
サ
上
げ
を
し
て
、
水
が
増
え
て

も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
現
在
の
も
の
と
比
べ
る
と
幅
も

約
七
訂
広
が
っ
た
高
さ
七
・
五
日
、
幅

劫

十

五

M
の
護
岸
と
な
り
、
市
民
の
い
こ

罰
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
水
郷
大
洲
に
ふ

左
さ
わ
し
い
水
辺
の
景
観
を
造
り
だ
す
も

ハ
の
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

十

仏

;

'

n門
Hυ

・.・.・
J
J

・-J
J

・-J
・

一
一
花
・
水
・
掃
の
ま
ち
つ
く
り

現
-
一
三
・
父
・
5

企
大
洲
市
で
は
、
花
・
水
・
緑
に
恵
ま

れ
た
、
個
性
豊
か
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
町

を
目
指
し
て
、
「
花
と
緑
の
都
市
総
合
整

一 4

備
計
画
」
を
三
年
計
画
で
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
に
は
、
大
洲
高
校
横
の
ゴ
二
mw

丸
並
木
道
山
を
整
備
し
ま
す
。

三
の
丸
並
木
道

。
石
畳
道
整
備
大
洲
高
校
正
門
横
か

ら
大
洲
城
南
隅
櫓
聞
を
歩
行
者
優
先
の

石
畳
道
(
約
百
十
灯
)
と
し
ま
す
。

。
ク
ス
ノ
キ
植
栽
か
つ
で
の
松
並
木

が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
ク
ス
ノ
キ

を
植
え
て
修
景
し
ま
す
。

。
白
壁
瓦
塀
整
備
大
洲
高
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
倒
石
垣
上
部
に
白
壁
瓦
塀
を
造
り

ま
す
。



おおず

。
小
道
具
整
備
並
木
道
に
案
内
標
識

板
、
休
憩
ベ
ン
チ
、
街
灯
な
ど
を
配
置

し
ま
す
。

三
の
丸
並
木
道
の
整
備
の
ほ
か
に
も

次
の
よ
う
な
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す。

広報

肱
南
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

大
洲
城
跡
の
西
隣
(
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
前
)
に
あ
る
空
地
を
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
(
シ
ョ
ウ
ブ
園
)
に
し
ま
す
。

園
内
に
は
石
畳
広
場
、
遊
覧
道
、
橋
、

東
屋
、
標
識
板
を
設
置
し
て
駐
車
場
も

備
え
ま
す
。

敷
地
は
、
約
二
千
五
百
平
方
日
で
昭

和
六
十
二
年
度
工
事
着
工
の
予
定
で
す
。

肱
川
河
岸
緑
道

今
回
、
建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所
の

整
備
す
る
三
百
九
十
引
の
区
間
に
、
臥

龍
山
荘
ま
で
三
百
十
日
の
区
聞
を
加
え

た
肱
川
左
岸
七
百
れ
を
、
自
然
石
に
よ

る
修
景
護
岸
と
し
ま
す
。

ま
た
、
花
や
木
を
植
え
る
植
栽
帯
を

設
け
て
、
花
と
水
と
緑
の
調
和
し
た
う

る
お
い
の
あ
る
空
間
を
造
り
だ
し
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
に
工
事
着
工
す
る

予
定
で
す
。

昭和61年10月1日

肱
南
ピ
ク
ニ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

現
在
の
肱
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
地
、

芝
を
植
え
て
、
周
辺
の
河
原
と
一
体
的

に
利
用
出
来
る
多
目
的
な
芝
生
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
設
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
市
民
行

事
、
観
光
行
事
の
場
と
し
て
利
用
出
来

る
よ
う
に
し
ま
す
。

整
備
す
る
敷
地
は
、
約
六
千
平
方
灯

で
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
工
事
を
着
工

す
る
予
定
で
す
。

大
洲
市
は
、
以
上
の
事
業
を
本
年
度

か
ら
昭
和
六
十
三
年
度
ま
で
事
業
費
約

一
億
四
千
万
円
を
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

だ
未
開
設
部
分
も
多
く
、
開
設
面
積
で

は
、
約
二
十
六
平
方
日
に
な
り
ま
す
。

こ
の
事
業
で
、
肱
川
左
岸
が
整
備
さ

れ
る
と
、
市
民
の
い
こ
い
、
散
策
の
場

と
し
て
白
然
と
調
和
し
た
ゆ
と
り
あ
る

広
い
空
聞
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
は
市
内
に
散
在
し
て

い
た
名
勝
、
旧
跡
が
、
臥
龍
山
荘
か
ら

大
洲
城
跡
、
三
の
丸
松
並
木
ま
で
結
ば

れ
、
今
ま
で
の
い
わ
ば
点
と
し
て
の
観

光
か
ら
線
と
し
て
の
観
光
が
楽
し
め
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

自
然
環
境
を
損
な
う
ご
と
な
く
豊
か

な
環
境
を
造
る
た
め
、
ま
た
同
時
に
観

光
基
盤
を
整
備
す
る
た
め
H

花
・
水
・

緑
の
ま
ち
守
つ
く
り
H

を
大
洲
市
は
推
進

し
て
い
ま
す
。

事
業
の
目
的

rι ← 7 

企整惰の進む富士山

ま
た
、
冨
士
山
公
園
と
一
体
的
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
そ
の
相
乗
効
果

に
よ
る
観
光
客
の
増
加
を
期
待
し
て
い

ま
す
。全
体
の
事
業
費
は
、
約
六
億
一
千
万

円
で
A
7
年
度
か
ら
の
五
ヵ
年
計
画
で
す
。

大
洲
市
は
、
伊
予
の
小
京
都
と
も
呼

ば
れ
、
県
下
最
大
の
河
川
肱
川
を
中
心

に
し
た
美
し
い
景
色
、
ま
た
う
か
い
や

い
も
た
き
な
ど
の
観
光
資
源
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。

そ
し
て
松
山
と
南
レ
ク
と
の
中
間
に

位
置
し
て
お
り
、
観
光
基
盤
を
整
備
す

れ
ば
、
多
く
の
観
光
客
を
引
き
寄
せ
る

魅
力
あ
る
町
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
大
洲
市
の
観
光
拠
点
と
い
う

意
味
で
、
家
族
旅
行
村
は
、
一
つ
の
大

き
な
役
割
を
担
う
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

- 5一

大
洲
市
で
は
、
県
の
補
助
内
示
を
八

月
に
受
け
て
、
運
輸
省
所
轄
の
家
族
旅

行
村
を
行
い
ま
す
。

A
7
年
度
に
は
、
基
本
設
計
と
昭
和
六

十
二
年
度
の
実
施
設
計
を
す
る
予
定
で

す。
家
族
旅
行
村
は
、
冨
士
山
中
腹
(
大

洲
学
園
の
跡
地
な
ど
を
含
む
)
二
一
十
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
オ
l
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や

果
樹
園
、
ピ
ク
ニ

y
ク
緑
地
、
子
供
広

場
な
ど
を
設
置
し
て
、
家
族
や
小
グ
ル

ー
プ
で
十
分
に
楽
し
め
る
よ
う
に
し
、

自
然
と
触
れ
あ
う
機
会
を
つ
く
り
だ
す

も
の
で
す
。
今
ま
で
は
、
月
見
る
観
光
H

の
多
か
っ
た
大
洲
市
で
す
が
、
家
族
旅

行
村
で
は
大
人
も
子
供
も
楽
し
く
遊
べ

る
よ
う
各
種
遊
具
な
ど
を
設
置
し
て
、

H

体
験
す
る
観
光
H

も
楽
し
め
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
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大
洲
市
で
は
、
四
月
に
畜
犬
登
録
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

そ
の
際
受
け
て
い
な
い
畜
犬
の
た
め
も

う
一
度
下
表
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

狂
犬
病
予
防
注
射

を

実

施

おおず

現
在
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
、
液

化
石
油
ガ
ス
(
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
)
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
使
い
慣
れ
て
い
る
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
も
使
い
方
を
誤
ま
る
と
、

爆
発
や
火
災
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
な
ど

の
事
故
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
事
に
注
意
し
て
、
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
性
質

V
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
漏
れ
た
時
に
、
判

る
よ
う
に
独
特
な
に
お
い
が
つ
い
て
い

ま
す
。

広報

実施月日 実 施場 所 時 間

社会教育センター 9 : OO~ 9 : 50 

上野動物病院前 10 : 00~10 : 50 

10月27日 新谷連絡所 11 : 00~11 : 50 

(月) 三善連絡所 13 : 10~14 : 00 

八多喜連絡所 14 : 1O~15 : 00 

上須戒連絡所 15 : 20~16 : 10 

大川連絡所 8 : 50~ 9: 40 

菅田連絡所 9 : 50~10 : 40 

10月28日 柳沢連絡所 11 : 10~12 : 00 

伏) 南久米連絡所 13: 40~14: 30 

平野連絡所

大洲市民会館 15 : 40~16 : 30 

時場所日)
 
1
 
(
 

V
空
気
よ
り
重
い
た
め
、
低
い
場
所
に

た
ま
り
ま
す
。

V
ガ
ス
自
体
に
毒
性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

燃
焼
時
に
酸
素
量
が
少
な
い
と
有
毒
な

一
酸
化
炭
素
を
発
生
し
ま
す
。

ガ
ス
使
用
上
の
注
意

V
ボ
ン
ベ
は
地
震
な
ど
で
倒
れ
な
い
よ

う
に
鎖
な
ど
で
固
定
し
、
通
風
の
よ
い

日
陰

ι置
く
。

V
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
回
り
に
は
、
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

V
ガ
ス
使
用
後
は
、
ガ
ス
器
具
の
コ

y

1 R頁lこっき 4，300円

(登録料2，100円、予防注射料2，200円)

4
ゆ
か
り
u

は
正
確
で
す
か

計
量
器
の
定
期
検
査

白
円

百
五
十
円

-
台
は
か
り
三
百
円

1
八
百
五
十
円

'
皿
は
か
り
二
百
円

1
三
百
五
十
円

-
指
示
は
か
り
二
百
五
十
円
1八
百
円

-
家
庭
用
計
量
器
に
つ
い
て
は
、
無
料

で
検
査
い
た
し
ま
す
。

事
光
電
式
は
か
り
を
ご
使
用
の
か
た
は

訪
問
検
査
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
2
6

で
行
い
ま
す
。

門
商
品
の
取
引
に
使
用
さ
れ
る
は
か
り

向
は
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
o

m

検
査
を
受
け
で
い
な
い
は
か
り
を
商
品

~
の
取
引
き
に
使
用
す
る
と
、
法
律
に
よ

吋
り
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま

吋
す
。

市
検
査
に
は
、
次
の
よ
う
に
手
数
料
が

必
要
で
す
o

'
棒
は
か
り

一
J
山

札円布市

…
 

ポ

ク
、
中
間
コ
ッ
ク
を
締
め
る
。
一

マ
コ
ム
管
に
ひ
び
わ
れ
な
ど
が
あ
っ
た
開

場
合
は
、
す
ぐ
に
と
り
か
え
る
。
一

V
使
わ
な
い
分
岐
管
に
は
、
ゴ
ム
キ
ャ
哨

ツ

プ

な

ど

を

か

ぶ

せ

る

。

出

ガ

ス

漏

れ

に

気

付

い

た

ら

向

V
器
具
の
コ
ッ
ク
、
中
間
コ
ッ
ク
、
元
市

栓
を
締
め
、
窓
や
戸
を
開
け
て
、
う
ち
加

わ
、
ほ
う
き
な
ど
で
換
気
す
る
。
同

V
電
気
の
火
花
に
よ
る
出
火
を
防
止
す
叩

る
た
め
、
電
気
器
具
の
ス
イ
y
チ
を
操
向

作
し
た
り
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
引
き
抜
い
出

た
り
し
な
い
。

T

V
火
気
の
使
用
は
絶
対
に
し
な
い
。

J九
五料(2) 

計量器の定期検査日程

月 日 土蕩 戸斤 日寺 fI，~ 

10月13日(月) 南久米連絡所 11 : 00~12 : 00 

// 平 里子 i車 *~ 戸斤 13 : 30 ~ 14 : 30 I 
10月14日(火) 上須戒連絡所 10 : 00~11 : 00 

ク 八 多喜連絡所 13 : 00~14 : 00 

// 善 i重 市各 戸斤

10月15日(水) 菅 田 i室 高各 戸斤
~11:iU 

ケ 干WP t尺 i車 結 戸斤 13 : 30~14 : 
ク 田 犯L ノj、 A弓三乙4 宇交 14 : 30~15 : 00 

10月16日(木) ョkこ )I[ i車 主各 戸斤 10 : 30~11 : 30 

// 蔵 )I[ 中 よ弓と子4 中交 13 : 30~14 : 30 

10月17日(金) 幸斤 ;e;: 仁"~ i車 高各 戸斤 10 : 30~14 : 30 

10月20日(月) 大洲市保健センター 10 : 30~16 : 00 

10月21日(火) 社会教育センター 9 : 00~12 : 00 

イン 大 洲市民会館 13 : 30~16 : 00 

10月22日(水) イン 9 : 30~14 : 00 
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i.....開発:主主演....:jj

知事の許可が必要

昭和61年10月1日

{....業;灘..取::::53:::23

知事に届け出を

都

市

計

画

区

域

内

で

開

発

行

為

を

し

一

ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
「
都
市
計
画
法
」

に
よ
っ
て
、
事
前
に
知
事
の
許
可
(
市

長

の

同

意

)

が

必

要

で

す

。

一

O
開

発

行

為

と

は

、

建

築

物

や

工

作

物

一

の

建

設

を

目

的

と

し

た

土

地

の

区

画

一

形

質

の

変

更

、

い

わ

ゆ

る

土

地

造

成

一

を

す

る

こ

と

を

い

い

ま

す

が

、

許

可

一

(

同

意

)

の

必

要

な

も

の

は

、

次

の

一

あ

る

日

、

み

ん

な

で

ド

ッ

ジ

ボ

ー

ル

と

お

り

で

す

。

一

を

し

て

遊

ぶ

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

学

。

都

市

計

画

区

域

内

で

開

発

行

為

を

す

一

級

で

い

つ

も

リ

ー

ダ

ー

っ

ぽ

く

い

ば

っ

る

場

合

に

は

、

い

ろ

い

ろ

な

制

約

が

一

て

い

る

A
子
さ
ん
が
、
か
つ
て
に
組
を

あ

り

ま

す

の

で

、

事

前

に

八

幡

浜

地

一

分

け

て

し

ま

い

ま

し

た

。

そ

れ

も

A
子

方

局

建

設

部

ま

た

は

大

洲

市

企

画

情

一

さ

ん

の

組

に

は

、

強

い

人

ば

か

り

集

め

報

室

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

一

て

い

る

の

で

す

。

そ

れ

が

わ

か

っ

て

い

宮
⑪
5
1
2
1
(
地

方

局

)

一

る

け

ど

、

だ

れ

も

さ

か

ら

え

ま

せ

ん

で

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
9
3

一
し
た
。
そ
し
て
遊
ん
で
い
る
う
ち
に

A

父
一
子
さ
ん
は
、
わ
た
し
ら
の
組
で
一
番
強

。
一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
取
引
す
る
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
い

B
さ
ん
に
、

場
合
「
国
土
利
用
計
画
法
し
と
い
う
法
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
9
3

一
「
今
度
』
づ
け
た
ら
殺
す
よ
し

律

に

よ

っ

て

、

契

約

を

し

よ

う

と

す

一

と

か

、

る

日

の

六

週

間

前

ま

で

に

そ

の

土

地

一

「

死

ん

で

し

ま

え

」

が

あ

る

市

町

村

を

通

し

て

、

知

事

に

一

と

言

い

ま

し

た

。

届

け

出

を

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

一

い

く

ら

遊

び

で

も

、

こ

ん

な

一

言

葉

を

O
こ

の

届

け

出

制

度

は

、

土

地

の

投

機

一

使

っ

て

い

い

の

で

し

ょ

う

か

。

そ

れ

を

的

取

引

の

防

止

と

地

価

の

高

騰

を

お

一

聞

い

た

B
さ
ん
は
、
と
て
も
悲
し
そ
う

さ
え
、
適
正
な
土
地
利
用
を
図
る
た

7
包
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

め

の

も

の

で

す

。

一

わ

た

し

も

は

ら

が

た

つ

た

け

ど

、

A

O
こ

の

届

け

出

を

し

な

い

で

土

地

取

引

一

千

さ

ん

に

む

か

つ

て

何

も

よ

う

言

い

ま

を

し

た

り

、

偽

り

の

届

け

出

を

す

る

一

せ

ん

で

し

た

。

帰

り

道

B
さ
ん
と
い
っ

と

六

ヵ

月

以

下

の

懲

役

ま

た

は

三

十

一

し

ょ

だ

っ

た

の

で

、

こ

の

こ

と

に

つ

い

万

円

以

下

の

罰

金

に

処

せ

ら

れ

た

り

一

て

話

し

あ

い

ま

し

た

。

そ

し

て

明

日

は

税

法

上

の

特

典

が

受

け

ら

れ

な

く

な

一

二

人

で

A
子
さ
ん
に
注
意
す
る
こ
と
に

っ

た

り

す

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

一

し

ま

し

た

。

※

詳

し

く

は

、

大

洲

市

企

画

情

報

室

に

一

あ

く

る

日

学

校

へ

行

っ

て

、

区 分
都市計画区域

その他の区域
東大洲

2，000rri以上 。ぱ以上 2，000rri以上
市長の同意

3，∞Orri未満 3，000ば未満 50，∞0ぱ未満

知事の許可 3，000rri以上
50，∞Orri以上

(事前協議が必要)

大
洲
市
は
門
川

U
の
部
分

土地の種別 面 積

。市街化区域内 2，000m' 以上

0市街化区域外の都
5，000m'以上

市計画区域内

0都市計画区域外 10，000m'以上

No.96 

ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉

小
学
校
五
年
女
子

A
子
さ

人
権
作
文
か
ら

⑤ 

ん
に
そ
め
こ
と
を
話
す
と
、

「
ご
め
ん
。
こ
れ
か
ら
気
を
つ
け
ら
い
L

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
ほ

っ
と
し
ま
し
た
。

世
の
中
に
は
、
自
分
で
死
ん
で
し
ま

う
人
が
い
ま
す
。
も
し
子
ど
も
が
死
ん

だ
な
ら
、
親
は
ど
れ
だ
け
悲
し
む
こ
と

で
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
し
た
失
敗
や
、
い
じ
め
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
で
死
ん
で
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
失
敗
は
直
す
こ
と
が

で
き
、
い
じ
め
は
話
し
あ
え
ば
な
く
な

り
ま
す
が
、
ム
叩
は
も
ど
ら
な
い
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
と
相
手
の
人
の

命
、
心
、
一
言
葉
、
行
動
、
物
を
大
切
に

し
た
生
活
を
し
て
、
心
の
や
さ
し
い
人

に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

。

。

一
人
で
は
と
て
も
A
子
さ
ん
に
注
意

を
す
る
勇
気
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

B

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
な
ら
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て

A
子
さ
ん
も
、
自
分
の
一
言
葉
を

反
省
し
て

「
ご
め
ん
」

と
謝
っ
た
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
競
争
心
の
あ
ま
り
、
つ

い
相
手
を
傷
つ
け
る
発
一
言
を
す
る
と
き

が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
注
意
し
て
、

楽
し
く
競
技
し
た
い
も
の
で
す
。

7 -
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く



昭和61年10月1日

八
月
二
十
日
、
大
洲
市
立
中
央
公
民

館
で
「
奥
さ
ん
訪
問
」
に
登
場
し
た
人

た
ち
を
集
め
て
同
窓
会
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
(
中
央
公
民
館
主
催
)

県
外
出
身
の
人
か
ら
見
た
大
洲
は
、

ど
こ
が
良
く
て
何
が
悪
い
の
か
を
批
評

し
て
も
ら
い
、
ま
た
大
洲
に
来
た
ば
か

り
の
奥
さ
ん
た
ち
の
懇
談
、
交
流
の
場

と
し
て
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
開
催
さ

れ
た
当
会
に
は
、
十
六
人
が
参
加
。

出
身
地
も
沖
縄
、
大
阪
、
千
葉
な
ど

様
々
で
し
た
。

矢
野
佳
次
男
館
長
か
ら
「
み
な
さ
ん

の
第
二
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
大
洲
を
、

住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
、
集
ま
っ
た
み
ん
な
で
考
え

て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
を
し
で

近
田
市
長
を
囲
ん
で
の
懇
談
会
。

初
対
面
の
人
が
多
か
っ
た
に
も
か
か
参
加
料

寄
合
寄
金
U
Z輩
。
一
切
キ
マ
荻
曳
ぷ
羽
三
拶
迄
る
荻
ヌ
ザ
匂
事
務
荷
台
v
u
Z惨
事
事
合
政
V4食
事
A
W
V

宴
会
専
wvM文
ぷ
吃
耳
鳴
守
合
ww

し
て
食
べ
る
ん
で
す
が
、
お
い
し
い
で

す
よ
。

V
大
洲
は
、
山
口
に
比
べ
て
暖
か
い
で

す
。
来
た
時
か
ら
見
る
と
道
路
も
整
備

さ
れ
買
物
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

vr丁
供
た
ち
(
辰
男
く
ん
H
H
小
六
、
道

博
く
ん

1
小
問
、
好
江
さ
ん

l
中
一
一
)

は
、
健
康
で
世
間
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
育
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

主
人
は
、
と
て
も
優
し
く
し
て
く
れ
て

注
文
は
あ
り
ま
せ
ん
。

いもたき
きました。
お申し込みは、市商工観光課ヘ。

」

令
書
企
以
事
部
主
宰
合
格
事
事
合
惨
事

奥

さ

'情
緒
の
恒ほあ
lIiiる
笠田了
子ニで
えす
亘ね
歳

ん

訪

No.64 

西
大
洲

問

おおず

V
山
口
県
の
錦
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

わ
さ
び
と
こ
ん
に
ゃ
く
玉
が
名
産
の
静

か
な
場
所
で
す
。
町
を
流
れ
て
い
る
錦

ぁ。

川
で
は
鮎
が
と
れ
、
釣
り
人
も
た
く
さ

ん
集
ま
り
ま
す
。

V
主
人
(
義
夫
さ
ん
)
と
は
、
広
島
で

向
。
職
場
に
勤
め
て
い
た
の
が
き
っ
か

け
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

V
春
の
桜
、
つ
つ
じ
、
夏
の
う
か
い
、

い
も
た
き
と
四
季
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
み
が

あ
り
ま
す
。
夜
市
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て

子
供
た
ち
も
喜
ん
で
い
ま
す
。
本
当
に

情
緒
の
あ
る
町
で
す
ね
。

V
山
口
で
は
、
鮎
を
干
し
て
鮎
御
飯
に

広報

県
外
出
身
の

奥
さ
ん
集
ま
っ
て
/

わ
ら
ず
「
や
っ
と
大
洲
弁
が
話
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
へ
「
あ
ま
り
東
北
の

人
か
い
な
く
て
寂
し
い
し
な
ど
打
ち
解

け
た
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
「
奥
き
ん
訪
問
」
に
登
場
し

て
い
な
い
人
に
も
声
を
か
け
て
交
流
の

輪
を
広
げ
る
考
え
で
す
。
第
二
回
の
同

窓
会
が
、
次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
十
一
月
十
六
日
(
日
曜
日
)

十
三
時
三
十
分

1
十
六
時

内
容
中
央
公
民
館
に
集
合
、
懇
談

会
を
し
て
か
ら
臥
龍
山
荘
な

ど
を
見
学

対
象
大
洲
市
に
住
ん
で
い
る
県
外

出
身
の
奥
さ
ん

集
合
場
所
大
洲
市
大
洲
本
町
一
丁
目

大
洲
市
立
中
央
公
民
館

申
し
込
み
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
中

央
公
民
館
に
電
話
連
絡
を
し

て
く
、
な
さ
い
。

宮
⑪
3
1
6
1

無
料
で
す
。

新
刊
図
書
案
内

愛
媛
年
鑑
一
九
八
六
愛
媛
新
聞
社

伊
藤
の
手
漉
和
紙
村
上
節
太
郎
著

四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
案
内
垂
水
克
登
編

四
国
民
謡
全
集
三
隅
治
雄
監
修

日
本
人
の
行
動
と
思
想
(
一

tJ
三十九)

法
然
・
親
驚
・
道
元
・
日
蓮
・
一

向
一
摂
・
日
本
の
近
代
社
会
と
仏

教
・
国
学
の
人
び
と
・
横
井
小
楠

と
そ
の
弟
子
た
ち
・
現
代
社
会
の

民
衆
と
宗
教
・
日
本
の
移
民
・
他

評

論

社

前
方
後
円
墳
の
世
紀
森
浩
一
編

超

巨

人

朱

元

瑞

堺

屋

太

一

訳

な
ぜ
ひ
と
り
で
食
べ
る
の足
立
己
幸
編

子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い吉
岡
た
す
く
著

お
色
の
パ
レ
ッ
ト
フ
レ
ー
ベ
ル
館

農
業
経
営
大
事
典
(
一

1
十

二

学

研

農
業
者
の
た
め
の
経
営
金
融
と
税
金

法
律

土
ゃ
つ
く
り
と
肥
培

健
康
と
医
療
・
他

林

芙

美

子

磯

貝

英

夫

編

深
夜
特
急
一
・
二
沢
木
耕
太
郎
著

恋

紅

皆

川

博

子

著

山
本
勘
介
(
一

1
七
)
竹
内
勇
太
郎
著

地
球
の
一
角
か
ら
住
井
す
ゑ
著

三

人

オ

パ

ン

川

口

松

太

郎

著

図

書

館

- 8ー



おおず広報

.....点字図書の作成・普及のために
8月23日に大洲市立中央公民館で、
点字講習会が聞かれました。

自の不自由な人のための点字図書の

作成に役立とうと参加した23人が、熱

心に講習を受けていました。

V 新任の先生たち市内の学校めぐり
8月22目、大洲市に新規採用された小・中学校の先
生28人が、学校めぐりをしました。参加した辻真由美

先生(南久米小学校)は、「大洲生まれでも周辺の学校

はよく知らなかったので、とてもためになりました」

と感想を述べていました。

昭和例年10月1日

‘F今
年
は
い
も
た
き
ニ

O
周
年

八
月
二
十
二
日
、
如
法
寺
河
原
で
い
も
た
き
の
「
初
炊
き
会
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
二

O
周
年
と
あ
っ
て
士
、
日
曜
日
に
は
イ

モ
の
販
売
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
藩
政
時
代
か
ら

三
百
年
の
伝
統
が
あ
る
大
洲
の
い
も
た
き
は
、
肱
川

の
広
い
河
原
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

h本ヨを
ズ旬、rヂ
戸ζ斗.c..

U{⑦主J

V 猿谷地区で盆踊り大会
8月24日、上須戒の猿谷地区で盆踊
り大会がありました。金魚すくいやヨ

ーヨーの屋台が立ち並び、伝統芸能の

団七踊り、シデ踊りも披露され、地区

外の人も参加し約 200人が集まって盛
主兄てミした。

- 9ー

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

宮
⑮
7
7
0
0

『
歴
史
の
散
歩
道
』

受
話
器
を
と
っ
て
、
⑫
7
7
0
0

ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、
渡
部
一
行
先

生
に
よ
る
「
郷
土
の
歴
史
」
が
聞
け

ま
す
。大
洲
の
歴
史
に
興
味
が
あ
る
人
な

ど
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
予
定
は
、
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

十
月
一
日

5
十
月
十
四
日

明
倫
堂
の
建
立

十
月
十
五
日

5
十
月
三
十
一
日

古
学
堂
の
起
こ
り
と
発
展

十
一
月
一
日

1
十
一
月
十
四
日

古
学
堂
と
常
磐
井
厳
ぃ
一
九

十
一
月
十
五
日

5
十
一
月
二
十
九
日

厳ぃ一
λ

の
門
人

8月末までの 全 十

大洲市内の交通事故 国早
防ー

8月末 昨年 き巴日
現在 同期 防運 1

件数 174 150 犯動十

負傷者 227 200 
協会施実 月ー

死者
か中十

2 1 ら日



昭和61年10月7日

実

施

日

該

当

者

叩
月
7
日
(
火
)
昭
和
日
年
5
月
生

日
月
9
日
(
木
)
昭
和
的
年
3
月
生

日
月
H
日
(
火
)
昭
和
白
年
2
月
生

四
月
幻
日
(
火
)
昭
和

ω年
日
月
生

日
月
出
日
(
火
)
昭
和
田
年
9
月
生

肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
泊
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

実

施

回

目
月
お
日

1
初
日

目
月
白
日

受
付
時
間

料

金

おおず広報

胃
、
が
ん

検
呈A、
--，~ 
D~ 

場

所

新
谷
連
絡
所

柳
沢
連
絡
所

8
時
1
日
時

9
0
0
円

成
人
病
・
結
核
検
診

実

施

日

場

所

叩
月
1
日
(
水
)
平
野
連
絡
所

日
月
2
H
(
木
)

日
月
日
日
(
水
)
八
多
喜
連
絡
所

日

月

日

日

(

木

)

ク

日
月
お
日
(
木
)
菅
回
連
絡
所

叩
月
包
日
(
金
)

受
付
時
間

9
時
間
分

1
日
時

3
土
寸

1
5主
寸

-
E
A
H門
H

マl
ム
円
円
H

料

金

無

料

で

す

。

経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

小
児
マ
ヒ
予
防
の
た
め
、
経
口
生
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
し
ま
す
。

免
疫
を
つ
く
る
た
め
、
生
後
三
一
ヵ
月

か
ら
四
十
八
ヵ
月
の
聞
に
必
ず
二
回
受

け
て
く
だ
さ
い
。

。
該
当
者
(
次
の
期
間
に
生
ま
れ
た
人
)

一
回
目
昭
和
白
年
2
月
1
日
か
ら

二
回
目

0
1
1
0
1
1
 

1ム
E
ノ

1
1
E
i

(
金
)

鎌
田
産
婦
人
科
(
末
広
町
)

宮
⑪
2
7
5
3

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

城
戸
眼
科
(
末
広
町
)

宮
⑪
3
0
0
8

大
洲
中
央
病
院

日
月
ロ
日

(
日
)

宮

(
ω
4
5
5
1

藤
本
外
科
(
中
町
二
)

宮

(
ω
2
3
1
0

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

大
野
内
科
(
片
原
町
)

宮
⑪
6
8
0
0

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

村
上
外
科
(
片
原
町
)

宮
⑫
2
2
6
2

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

日
月
四
日

(
日
)

10 
(月
日 26
)日献

血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
目
月
2
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
加
分

1
ロ
時

大

洲

警

察

署

日

時

i
H
時

愛
媛
ク
ミ
ア
イ
/
4
h
f
O
子

}
6
き

食
肉
セ
ン
タ
ー
¥
1
t
ι
3ノ
1
1
1
正

相談ごと案内
いず、れも無料です。お気軽に

ご利用ください。

砂交通事故相談

と き 10月 8日 10日寺一15日寺

10月20日夕

ところ 市役所 1階会議室

砂人権相談

と き 10月20日 13f1寺-16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配こと相談

とき 10月 1日

10月13日

10月27目。

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

とき 10月21日 9時一12時

ところ 市役所 1階会議室

急がれる時は、電話で相談し

てください。宮⑪3794(玉木)

砂社会保険相談

と き 10月20日 10日寺一16B寺

ところ 大洲商工会議所

担当 松山西社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

と き 10月23日 13時 -15日寺

ところ 大~JH市保健センター

対象的歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大沙f隣保館(東大洲)

E⑪6100 大洲福祉会

館(新谷)ft⑮ 0947

砂不動産無料相談

とき 10月15日 9時-16時

ところ 宅建協会大洲支部(フ

ヂエダ花自 2階、常磐町)

13時-16時

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

日
月
日

B
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

日
月
辺
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑪
3
1
6
5

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

金

一

封

柚

木

松

本

茂

幸

七
千
二
百
二
十
円
(
新
町
三
区
商
庖

街
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
収
益
金
)
新
町
三

区
商
庖
街
外
多
数
の
婦
人
の
方
々

二
千
九
百
五
十
七
円
(
寄
付
金
)

新
町
三
区
エ

l
ス
模
型
会
員
の
小
中
高

校
の
子
供
た
ち

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
小
学
校
・
同
中
学
校

.
同
鶴
寿
会
・
同
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

朝

日

登

司

光

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

水

井

岩

喜

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

前

田

優

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

10 

後

記

八
月
下
旬
に
は
、
大

洲
市
の
人
口
は
四
万
人

ま
で
あ
と
二
十
二
人
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
一
進
一
退
。

い
っ
た
い
い
つ
四
万
都
市
大
洲
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
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